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令和３年度第１回横須賀市再犯防止対策連絡会議 会議録（要旨） 
 

１ 日時   令和３年８月６日（金）から８月 25日（水）まで 

（各委員への資料送付日から意見等の締切日まで） 

２ 場所   書面開催 

３ 出席者 （書面会議のため回答者） 

委員 18名中 18名 

４ 資料 

（１）横須賀市再犯防止対策連絡会議 委員名簿 

（２）横須賀市再犯防止対策連絡会議の経過について 

（３）横須賀市地域福祉計画（抜粋版） 

（４）課題別の（仮称）専門分科会について（意見照会） 

（５）参考１ 再犯の防止等の推進に関する法律 概要 

（６）参考２ 再犯防止推進計画 概要 

５ 議事 

（１）横須賀市再犯防止対策連絡会議の経過について 

令和元年度及び２年度開催会議の議題を確認した。 

（２）横須賀市内の現状について 

ア 市内の保護観察の状況 

横須賀保護司会における担当人数（係属件数）、少年院、刑務所出所後の生活環境調整の 

件数、保護司の不足の現状等を確認した。 

イ 横須賀市地域福祉計画の中の再犯防止対策 

本市地域福祉計画の中で規定する再犯防止対策を確認した。 

（３）課題別の（仮称）専門分科会について（意見照会） 

課題別の専門分科会の設置について提案し、今後の会議の進め方等について意見照会をした。 

賛否結果、主な意見は次のとおり。 

№ 照会内容 賛成 反対 主な意見 

１ 

【会議の進め方】 

関係する団体、機関で専 

門分科会を作り、課題に 

ついて協議し、連絡会議 

で報告、検討していく。 

15 2 

【賛成意見】 

・分科会で、再犯防止の各段階での支援 

の在り方等の課題について検討するこ 

とは有意義である。 

２ 

【会議の進め方】 

課題 Ａ（住居）、Ｂ（就 

労）について横須賀市に 

合った方法を検討し、そ 

の後、Ｃ（入口支援）、 

Ｄ（薬物）について行う。 

13 4 

【賛成意見】 

・住居や就労に関する事項は、地域社会 

 に密接に関係する課題のため、他の項 

目に先んじて検討を行うことは意味が 

ある。 

【反対意見】 

・住居、就労も大切だが、全体的な流れ 

  を見る必要がある。 
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№ 照会内容 賛成 反対 主な意見 

３ 

【会議の進め方】 

Ａ（住居）、Ｂ（就労）、Ｃ

（入口支援）、Ｄ（薬物） 

一斉に開始し全体会議の

ボリュームを図りながら

進める。 

9 8 

【反対意見】 

・テーマが多いと、全体会議の議論がま 

とまりにくいのではないか。 

・再犯防止の各段階での支援の在り方等 

の課題、住居や就労に関する課題の検 

討状況を踏まえながら、項目を増やし 

ていくことが適当である。 

・一斉に開始した場合、複数の分科会に 

属する機関・委員の負担が増すため、 

課題をＡ、Ｂ等に絞って丁寧に議論す 

るほうがよい。 

・住居、就労が重要なので、２の進め方 

がよい。 

・コロナ禍の状況では、３の進め方は困 

難ではないか。 

４ 

分科会の名称について 

例）〇〇分科会でよい、 

  「専門～」は不要 等 

17 0 

Ｄ（薬物）については、「薬物等」として、 

アルコール、ギャンブル等の依存症も扱え 

るよう、幅を持たせたほうがよい。 

 

№ 照会内容 主な意見 

５ 

対象、機関について 

例）全ての機関が分科会 

  に所属すべき、 

〇〇分科会には○○ 

機関が入るのが望ま 

しい 等 

・Ｄ（薬物）について、専門医療機関等に出席いただき、 

飲酒、ギャンブル、クレプトマニア等、依存症対策とし 

て協議するのもよいのではないか。 

・様々な角度から多くの意見があがることの期待、情報共 

有の観点等から、全ての機関等がいずれかの分科会に所 

属することが相当である。 

・専門機関のみではなく、他の機関等の意見を聞くことは 

必要である。 

・修学支援や特性に応じた効果的な指導の一環として、少 

年の分野に関する分科会を設けるのも一案と思われる。 

－ その他意見について 

・横須賀地域の関係機関職員、市役所職員を参加者とし、 

 本連絡会議の委員等を講師とする研修会を開催すること 

も一案と思う。 

・少年の再犯防止のためには、資料２ページ「過程や課題 

について」の図中、②、④の出所等から学校復帰に至る 

までの支援等が大切だが、ＡからＤまでには該当する分 

科会がない。 

 


